
第11回 西日本ジュニア・ユース交流セーリング選手権大会 

山口県スポーツ交流村 

2022年 4月 29日－5月 1日 

 

帆走指示書（Bクラス） 

 

1 規則 

1.1 添付 1の『入門競技規則』が適用される。 

1.2 『入門競技規則』で規定されている「アドバイザー」はレース委員長とする。 

 

2 レース日程 

2.1 4月 29日（金）  08：00－9：30  大会受付 

          10：00     開会式・スキッパーズミーティング・指導者ミーティング 

          10：00－12：30 B クラス 入門競技規則講習会 

  アトランタオリンピック記念レース 

           12：55     B クラス最初のプラクティス・レースの予告信号 

                 引き続きレースを行う  

  西日本ジュニア・ユース交流セーリング選手権大会 

   4月 30日（土）  08：00     指導者ミーティング 

          08：30     スキッパーズミーティング 

          09：55     第 1レースの予告信号、引き続きレースを行う。 

   5月 1日（日）  08：00     指導者ミーティング 

          08：30     スキッパーズミーティング 

          09：55     最初のレースの予告信号、引き続きレースを行う。 

          16：00     閉会式（予定） 

2.2 アトランタオリンピック記念レースは、最大3レース、西日本ジュニア・ユース交流セーリング選手権大会

は、最大10レースを予定する。 

2.3 引き続きレースが行われる場合には、次のスタートが間もなく始まることを艇に注意を喚起するために、

レース委員会の信号艇は予告信号の5分前までに音響1声と共にオレンジ色旗を掲揚する。 

2.4 最終日には、13:00より後に予告信号を発しない。 

2.5 昼食は陸上でとる。ハーバー・バックする場合、本部船に｢AP・H｣旗または「AP・A」旗を 掲揚する。 

2.6 その日のレース終了後、Bクラスの選手全員を対象にルールに関するブリーフィングを行う。 

 

3 クラス旗 

   クラス旗は、赤に白字の「OP旗」とする。 

 

4 レース・エリア 

添付 2にレース・エリアの位置を示す。 

 

 



5 コース 

5.1 添付 3の「コース」は、レグ間の概ねの角度、通過するマークの順序、それぞれのマークをどちら側に見 

 て通過するかを含むコースを示す。 

5.2 コース変更は行わない。風が落ちたときは、コース短縮を行う。 

5.3 艇が帆走すべきコースの番号は、予告信号以前に本部船に掲示する。 

 

6 スタート 

6.1 スタートの予告信号は、「OP」旗、準備信号は、P旗を使用する。 

6.2 レースの合間にアドバイザーと選手がコミュニケーションを取る時間を設ける。 

 

7 タイム・リミットと目標時間 

7.1 1 レースの目標時間は 30 分とするが、選手の疲労具合やレース海面の状況を観察してコースの長さを

調整する。 

7.2 先頭艇がフィニッシュしてから 15分でタイム・リミット。 

 

8 得点 

8.1 シリーズの得点は、5レース以上完了した場合には、最も悪い得点を除外する。 

8.2 10レース完了した場合には、最も悪い 2つの得点を除外したレース得点の合計とする。 

 

9 安全規定 

  選手は、出艇前および帰着後すみやかに申告用紙に出艇または帰着のサインをしなければならない。 

 

10 支援艇 

10.1 フリートの最後付近を帆走する選手への支援艇によるサポートを認める。上位を帆走する選手の妨害

をしないように注意する。 

10.2 全ての選手に対する陸上からの声援は認める。 

 

11 アドバイザーの役割 

 各レース終了後に選手からのルール違反の申告やルールに関する質問を受け付ける。場合によっては、

 入門競技規則に従ってルールに違反した艇にペナルティーを与える。 

 

添付 1 「入門競技規則」 

添付 2 「レース・エリア」 

添付 3 「コース」 

 

 



 

 

 
 

入門競技規則 
 
 
用語の解説 

 

風上と風下：  メインセールの出ている側を、艇の風下側という。その反対側を風 

上側という。 
 
ポートタックとスターボードタック： 艇は、その風上側に応じて、ポートタックまたは 

スターボードタックにあるという。 
 
アドバイザー：  競技者がルールを理解するのを助けるために、また、必要な場合 

には艇にペナルティーを与えるために、レース主催者に指名された人。 
 
基本規則 

 

1.  スポーツマンシップの原則に従わなければならない。 
 

2.  他の艇と衝突しないよう努力しなければならない。 
 
艇が出会った場合の規則 

 

3.  自分と相手艇が反対タックの場合、自分がポートタックなら、スターボードタッ

クの相手艇を避けなければならない。 
 

4.  自分と相手艇が同一タックの場合、また次の場合は自分が相手艇を避けな

ければならない： 

(a) 相手艇が自分の前にいる場合、または、 

(b)  相手艇が自分の風下側にいる場合。 
 

5. スタート後に、マークまたは避ける必要がある物体に自分と相手艇が

近づいている場合で、相手艇がそのマークまたはその物体と自分との

間にいる場合には、自分と同じ側を安全に通過するための十分なス

ペースを相手艇に与えなければならない。ただし、風上マークで両艇

が反対タックの場合には、この規則は適用しない。 
 

6.  相手艇が自分を避ける必要があるときに、自分がコースを変更する場

合には、自分を避けるための十分な機会を相手艇に与えなければな

らない。 
 

その他の規則 
 

7.  スタート信号の時には、スタート・ラインより後ろにいなければならない。 
 

8.  スタート信号後は、レース主催者が説明したコースを帆走しなければならない。 
 

9.  コースのマークに接触してはならない。 
 

10. 自分または他の艇が規則に違反したと思った場合や、レース中のどんな場面でもそのとき適用される 

規則がはっきりと分からなかった場合には、そのとき起こったことをレース後にアドバイザーに説明しな 

ければならない。その場合、アドバイザーは、規則に違反した艇の得点に２点を加えることがある。そ 

の違反が重大な場合には、それ以上に得点を加えることもある。 

風向 

風上側 

ｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ・ﾀｯｸ 

風下側 

ﾎﾟｰﾄ・ﾀｯｸ 

ﾎﾟｰﾄ・ﾀｯｸの青艇はｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ・ﾀｯｸ

の黄艇を避けなければならない。 

黄艇は青艇にﾏｰｸを通過するための

ｽﾍﾟｰｽを与えなければならない。 

次のマーク方向 



 

レース主催者の責任 
 

(a) 公正で、楽しく、安全なレースを運営すること。 
 

(b)スタート信号の手順、スタート・ラインとフィニッシュ・ライン、帆走するコースと回航するマークについて、

すべての競技者に伝えること。 
 

(c) フィニッシュ順位と同じ得点を各艇の得点として記録すること（必要な場合にはハンディキャップの調整

をして）。 

(d) レースの規則と手順についてのアドバイザーを指名すること。 
 
 
 

 

どのような時に使うか 
 

この規則は、これからレースを始めようとするセーラーが、これら少しの規則だけを使って、ISAF セーリング
競技規則（ＲＲＳ）の多くの詳細を学ぶことなく競技できるように、この規則だけで単独で使えるように作られ
ている。 この規則は、安全な水面での小型艇のレースに適している ； ６メートルを超える艇のレースでは、
経験のある人がそばにいて初心者のヘルムを教えることができるのがよく、そのようなレースでの使用は意
図していない。この規則は、ＲＲＳにある基本原則や基本規則に適合している。ただし、この規則は、ＲＲＳ 
の入門でもないし、ＲＲＳの省略形でもない。 

 
この規則は、意図して最小限になっており、ＲＲＳの多くの複雑な部分を可能な限り省略している。この規

則は、これからレースを始めようとしていて、レース経験が２年未満のセーラーのために書かれている。この

期間の後は、ＲＲＳのもとでレースすることを勧める。 
 
この規則のもとでレースする艇は、専用のコースを用いるのがよく、ＲＲＳのもとでレースする艇とコース・エ

アやマークを共有しないのがよい。 

通常のレースとは異なり、レース主催者には、マーク、コースおよびすべての関係するレース運営の事項

を、口頭ですべての競技者に対して説明する義務がある。 
 
ルール・アドバイザーの果たす役割は、ルールを教える上で極めて重要な要素である。理想的には、ル

ー・アドバイザーは水上に出てレースを見守るのがよいが、最低でも、アドバイザーはセーラーが陸に戻っ

てすぐにディスカッションに応じられるようにしなければならない。ルール・アドバイザーは、レース・オフィ

サーと同じ人が兼ねても良い。 
 
規則違反に対する標準のペナルティーは、この学習段階では必然的に小さいものであり、難しい回転ペ

ナルティーの使用を避けている。ペナルティーを与えるのはアドバイザーだけなので、レース中に自信の

ない競技者にありがちな重圧も回避することができる。この２点ペナルティーは、すべての誤り（スタートや

コースの誤りを含む）に適用することに留意されたい。ただし、誤りによって有利になることを避けるために

ペナルティーを増やすための条項も用意されている。 
 

 
フィードバック 

 

この規則は「試験的」なものです。コメントや批評、提案を以下の WEB ページから ISAF に寄せて下さい： 

www.sailing.org/contactisaf   この規則は、必要に応じて更新され、最新版は ISAF WEB サイトで公表さ

れます： www.sailing.org 



添付2 「レース・エリア」

レース海面

山口県スポーツ交流村


